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【 請 求 項 １ 】
　 圧 縮 機 と 、 該 圧 縮 機 か ら 吐 出 さ れ た 気 体 の 吐 出 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 検 出 手 段 と 、 こ の 検
出 さ れ た 吐 出 圧 力 に 応 じ て 前 記 圧 縮 機 を 駆 動 す る 電 動 機 の 回 転 速 度 を イ ン バ ー タ に よ り 可
変 速 制 御 す る 制 御 装 置 と を 備 え た イ ン バ ー タ 駆 動 回 転 型 圧 縮 機 に お い て 、
　 前 記 制 御 装 置 は 、 デ ジ タ ル 計 算 制 御 を 行 う も の で あ っ て 、 前 記 吐 出 圧 力 を 一 定 に 制 御 す
る た め の Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 及 び Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 に 対 す る 比 例 不 感 帯 処 理 、 積 分 不 感 帯 処 理 、 微 分 不 感
帯 処 理 の 各 演 算 機 能 を 備 え 、
　 前 記 比 例 不 感 帯 処 理 、 積 分 不 感 帯 処 理 、 微 分 不 感 帯 処 理 の 各 処 理 に 用 い ら れ る 不 感 帯 の
幅 が そ れ ぞ れ 設 定 さ れ て 記 憶 さ れ 、 前 記 制 御 装 置 は こ の 記 憶 さ れ た 不 感 帯 の 幅 で 前 記 各 処
理 を 行 う こ と を 特 徴 と す る イ ン バ ー タ 駆 動 回 転 型 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 圧 縮 機 は ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 で あ っ て 、 前 記 制 御 装 置 に お け る 演
算 は ８ ビ ッ ト マ イ コ ン で 行 い 、 か つ Ｐ Ｉ Ｄ 演 算 に お け る 比 例 演 算 倍 率 は ２ ０ ～ ４ ０ 倍 で あ
る こ と を 特 徴 と す る イ ン バ ー タ 駆 動 回 転 型 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ス ク リ ュ ー ロ ー タ を 電 動 機 に よ り 回 転 さ せ 気 体 を 圧 縮 す る ス ク リ ュ ー 圧 縮 機 と 、 圧 縮 さ
れ た 前 記 気 体 の 吐 出 圧 力 を 検 出 す る 圧 力 検 出 器 と 、 前 記 検 出 さ れ た 吐 出 圧 力 に 応 じ て 前 記
電 動 機 の 回 転 速 度 を イ ン バ ー タ に よ り 可 変 速 制 御 す る 制 御 装 置 と を 備 え た イ ン バ ー タ 駆 動
回 転 型 圧 縮 機 に お い て 、
　 前 記 制 御 装 置 は 、 デ ジ タ ル 計 算 制 御 に よ り 前 記 吐 出 圧 力 を 一 定 に 制 御 す る よ う に Ｐ Ｉ Ｄ
演 算 を 行 な う も の で あ っ て 、 吐 出 圧 力 が 目 標 圧 力 付 近 で 安 定 し て い る 場 合 で か つ 吐 出 圧 力
が 目 標 圧 力 か ら 離 れ る 時 に 電 源 周 波 数 が 変 化 し な い よ う に Ｐ （ 比 例 ） ， Ｉ （ 積 分 ） ， Ｄ （
微 分 ） の 各 演 算 に そ れ ぞ れ 不 感 帯 を 設 け 、
　 各 不 感 帯 の 幅 は そ れ ぞ れ に 設 定 さ れ て 記 憶 さ れ 、 前 記 制 御 装 置 は こ の 記 憶 さ れ た 不 感 帯
の 幅 で 前 記 各 処 理 を 行 う こ と で 、 不 感 帯 の 範 囲 内 の 吐 出 圧 力 の 変 化 で は 電 源 周 波 数 が 維 持
さ れ る こ と を 特 徴 と す る イ ン バ ー タ 駆 動 回 転 型 圧 縮 機 。
【 請 求 項 ４ 】



　 請 求 項 ３ に お い て 、 デ ジ タ ル 計 算 制 御 に お け る 入 力 値 の 最 少 変 化 量 に 対 す る 比 例 演 算 値
の 最 少 変 化 量 が 、 積 分 、 微 分 の 各 演 算 値 の 最 少 変 化 量 よ り も 大 き い 場 合 、 比 例 演 算 不 感 帯
の 幅 よ り 積 分 、 微 分 演 算 不 感 帯 の 幅 を 狭 め る こ と を 特 徴 と す る イ ン バ ー タ 駆 動 回 転 型 圧 縮
機 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に お い て 、 前 記 積 分 演 算 に 対 し て は 演 算 値 が 上 限 値 以 上 あ る い
は 下 限 値 以 下 と な っ た と き に 積 分 演 算 を 行 わ ず に 積 分 演 算 値 を 保 持 す る こ と を 特 徴 と す る
イ ン バ ー タ 駆 動 回 転 型 圧 縮 機 。
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